
 
 
 
 
 
   

 

 
 

 
 

運動の重点事項 

 
   ★ 子供と高齢者の交通事故防止 

    ★  シートベルト・チャイルドシート着用の徹底 

    ★  自転車利用者に対する交通ルール遵守の徹底 

 

   
 

 

期間中、各学校や老人クラブなどで交通安全教室を実施するほか、 

夏型交通事故防止のための広報活動を積極的に行ないます。 

また、主要幹線・事故多発路線を中心に、地域の関係機関の協力 

を得て街頭指導や啓発活動を通じて交通安全を呼びかけます。 

 

 

              

 

    ★ 夏の行楽期を迎えて、レジャー及び夜間の外出に伴う事故やうっかり・ぼんやりなどの不注意による

夏型事故の多発が懸念され、特に若者の無謀運転が増加する傾向にあります。また、夏休み期間には児

童等の外出の機会も増えることから、これらの事故防止を図るため本運動を実施します。 

 

 

 

 

   札幌市では、交通事故のない安全で明るい街づくりを目指し、様々な交通安全の取組みを行なって 

います。その一環として、札幌市の交通安全についてわかりやすくまとめたホームページを開設しま 

した。交通安全の取組み、交通事故発生状況など内容は随時更新されます。ぜひ、ご覧下さい。 

 

 ホームページアドレス  http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

 

                                 

 

 

札幌市の交通事故発生状況

札幌市 中央 北 東 白石 厚別 豊平 清田 南 西 手稲

死　者 12    2     1     1     4     1     2     -      1     -      -      

前年比 -15   -1    -5    -3    3     -      -1    -1    -2    -2    -3    

発生数 6,063 1,088 833   1,007 717   331   620   281   316   509   361   

前年比 488   102   72    132   112   -10   -14   9     10    -8    83    

傷　者 7,346 1,316 1,017 1,247 843   417   754   346   397   585   424   

前年比 573   141   128   191   95    1     -34   -17   -19   -14   101   

※全道の死者数122人　　　増減数 －53人

平成１７年６月末日現在（概数）
各区の死者数
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北海道の死亡交通事故のうち、最高速度違反に起因するものは、全国よりも上回っています。 

また，札幌市では、昨年 7 人がスピードの出し過ぎにより死亡しています。 

   

 
 
 
 
  
    

 万が一の交通事故の時、被害の度合いは衝撃力の大きさに関係します。 

    衝撃力は、速度と重量に応じて大きくなります。 

硬いものにぶつかる時のように、衝撃の作用が短時間に 

   行なわれるほど、その力は大きくなります。 

 

また、衝撃力は速度の 2 乗に比例して大きくなります。 

例えば、時速 60 キロで、固定された壁に衝突すると、 

   ビルの 5 階から落下した場合と同じ程度の衝撃を受けます。 

           衝撃力はスピードの 2 乗!! 

 

 

   

          致死率とは、人身事故 100 件あたりの交通事故死者数の割合です。 

数字が高いほど死者が出る可能性が高くなるということです。 

             

                        北海道は、全国致死率 

           致死率 1.39 人      ワースト 6 位!! 
           （全国平均 0.77 人） 

 

 

 

 

  

速度が高くなれば、視野は狭まります 

                    速度が高くなればなるほど、ドライバーの視野は 

                   狭くなる傾向があります。必要な情報をとる範囲が 

                   制限され、横断する歩行者等の発見が遅れることになり、大変危険です。 

 

 

 

 

 

 

スピードが高いと致死率も高い



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
    
 

 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
  
 
      
 
 
 
 
 
                                  
  

 

  


